
三原市久井歴史民俗資料館   vol.５ 

  モーモー通信       

発行 令和２年 10 月２日 

 

写真② 昭和 40(1965)年 写真① 大正時代 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「久井稲生
い な り

神社の御当」を知っていますか？ 

毎年 10 月 19 日に近い日曜日に，久井稲生神社で開かれる秋の祭礼です。 

久井稲生神社は天慶
てんぎょう

元(938)年に創建され，そのとき牛をつないでいた杭
くい

 

を持ち寄って社
やしろ

を建てたといわれています。 

そのため久井地域は平安時代頃から「杭 庄
くいのしょう

」とよばれていました。「久井稲生神社の御当」は，

慶長
けいちょう

３(1598)年の古文書の記録とほぼ近い形式で今日まで伝えられ，国選択文化財にもなって

いる大変めずらしい行事です。 

行事のながれ 
午前の祭典

さいてん

後，午後になると神楽
か ぐ ら

殿
でん

で「見子
み こ

の当
とう

」(神社関係者の座)があり，次いで境内東側で

「東座」(もとの領家
りょうけ

分の座)，境内西側で「西座」(もとの地頭
じ と う

分の座)を設けて行われます。 

＊座とは今でいうと組合のようなものです。 

～見子の座～ 

むしろをしき，18 人の席で構成されます。 

皿 2 枚と箸
はし

をおいた膳
ぜん

がまず配られ，赤飯が配られたのち，会食が行われます。            

 

～東座～ 

 むしろを長方形にしき，４8 人の席 

で構成されます。 

席に皿 2 枚と檜
ひのき

の葉，箸を置いた  

膳が配られ，まず今年の当番となった 

当番主２人が酒２本とまな板にのせた 

鯛２尾を神前に献
けん

じます。（写真①） 

その後，鯛を目線の高さにして， 

伝統
でんとう

をまモ～る！御当
お と う

 

久井町の歴史ある祭礼をご紹介いたします。 

モーモー館長 



ご
あ
ん
な
い
図 

休館日 月曜日（月曜日が祝日の場合，翌日休館），年末年始 

アクセス 中国バス久井中停留所下車 

  子ども体験講座のおしらせ 

★竹のおもちゃを作ってみよう★ 

日時令和２年 11 月 7 日(土)13:３0～15:30 

受講料無料 場所三原市久井歴史民俗資料館 

申し込み開始日 10 月６日(火)10：00～(先着順) 

          

場の魚で使用されたまな板  銚子
ちょうし

  江戸～大正時代 

お酒をふるまうときに使用 

★
モ
ー
モ
ー
マ
ン
ガ
★
「
資
料
館

し

り
ょ

う
か

ん

へ
行
っ
た
な
ら
…
」 

＊
資
料
館
は
，
月
曜
日
休
館
で
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料館には，御当の詳しい解説つきビデオがあります。 

コロナ対策もしておりますので，ご来館ください♪ 

※今年の 10 月 18 日（日）の御当は祭典のみで，開催されません。 

 

「モーモー通信」は HP でもご覧いただけます↓ 

調べよう！みはらコレナンダ？（子ども向け）  

https://www.city.mihara.hiroshima.jp/soshiki/50/104083.html 

 

 

                         

                      

 

 

 

 

 

 

〒72２-1303 
三原市久井町下津 1397 

三原市久井歴史民俗資料館 

TEL・FAX  0847-32-7139  

独特の作法で座へ運び，その鯛に手を触れず，包丁と金
かね

箸
ばし

で

「亀の入れ首」「鶴
つる

の羽替
は が

え落とし」という姿造りにする「場
ば

の魚
うお

」が行われます。（写真②） 

それからその鯛の刺身と酒を 

配り，大根ナマスをそえて会食 

が行われます。 

～西座～ 

むしろを三角形にしき 48 人の席で構成されます。鯛の切

り方が簡単になるなどの他は，東座と同じように行われます。 

 
御当関連の所蔵資料     

亀の入れ首 鶴の羽替え落とし 

コレナンダ？ 


